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余川中道遺跡と飯綱山古墳群 

 

日時：平成 25 年 10 月 5 日（土）  場所：南魚沼市余川 余川中道遺跡発掘調査事務所 

主催：国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 

 

 

弥生時代 

 

紀元前３世紀～ 

 

 

紀元前 1世紀ごろ 倭は 100 余りの国に分かれていた。 

57 年  倭の奴国の王が後漢に遣いを送る（後漢書東夷伝）。 

239 年 邪馬台国の女王卑弥呼が魏に遣いを送る（魏志倭人伝）。 

古墳時代 

 前期 

 

中期 

 

 

後期 

３世紀後半～ 

４世紀 

 

５世紀 

 

 

６世紀 

 

倭が高句麗と戦う。 

 

倭の五王が中国に遣いを送る。 

（倭国王讃・珍・済・興・武（雄略天皇）の五人が遣いを送って貢物を献じた。『晉書』・『宋書』）

余川中道遺跡 

538 年 百済から仏教が伝わる。 

飛鳥時代 ７世紀～ 593 年 聖徳太子（厩戸皇子）が摂政になる。  

余川中道遺跡の水田・集落が営まれたころのできごと 

飯綱山古墳群 蟻子山古墳群


